
令和７年第２回定例会　議案の概要

第２回定例会
（会期：令和７年６月９日～６月27日）

議決した案件

【表決が分かれた議案名】

議案第75号　請負契約の締結について

議案第82号　東広島市国民健康保険税条例の一部改正について

議決結果
●全会一致可決…28件　　●賛成多数可決…２件

表決が分かれた案件の表決結果

議案番号
▼

会派名 清新の会 創志会 市民クラブ 未来の風 公明党 創生会 真政
倶楽部

日
本
共
産
党

議員名

上
岡　

裕
明

大
下　

博
隆

田
坂　

武
文

貞
岩　
　

敬

北
林　

光
昭

重
森
佳
代
子

乗
越　

耕
司

上
田　
　

秀

向
井　

哲
浩

中
曽　

久
勝

岡
田　

育
三

玉
川　

雅
彦

奥
谷　
　

求

小
池
恵
美
子

落
海　

直
哉

景
山　
　

浩

中
川　
　

修

石
原　

賢
治

鍋
島　

勢
理

木
村　

輝
江

鈴
木　

英
士

下
向
智
恵
子

原
田　

栄
二

坂
元
百
合
子

片
山　

貴
志

岩
崎　

和
仁

牧
尾　

良
二

山
田　
　

学

宮
川　

誠
子

谷　
　

晴
美

議案第75号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議案第82号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

※「議」は議長「○」は賛成「×」は反対「欠」は欠席

議案の内訳
●市長提出議案…26件

　（条例案９件　予算案２件　承認案２件　同意案５件　その他８件）

●委員会提出議案…３件　（決議案１件　意見書案２件）

●議長発議…１件　（議員派遣）

　議案書、提出議案説明書など、本会議資料は、右のQRコードからご覧いただけます。
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令和７年第２回定例会　議案の概要

※決議　　議会が行う事実上の意思形成行為で、議会の意思を対外的に表明することが必要である等の理由でなされる議決のこと。
　ポジティブピース　　単に戦争のない状態（消極的平和）ではなく、貧困や差別、格差など戦争の原因と

なる構造的暴力がない状態（積極的平和）。
　デジタルアーカイブ　　文書や写真などの資料を電子データ化して保管することで保存性や利便性を高める手法。

本
市
議
会
に
お
い
て
実
施
し
た
一
般
質
問
・
代
表
質
問
を
政
策
提
言
に
結
び
付
け
る
取
組
み
の
結
果
、
被
爆
体
験
証
言
の
音
声
等
の
資
料
の
収
集
及
び
整
理
並
び
に
被
爆

体
験
の
証
言
記
録
等
の
資
料
を
多
言
語
化
す
る
施
策
の
展
開
に
つ
い
て
、
執
行
部
に
求
め
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
た
め
、
決
議
を
行
い
ま
し
た
。

〈
委
員
会
提
出
議
案
第
5
号
〉

次
世
代
へ
の
継
承
と
世
界
に
向
け
た
平
和
施
策
の
展
開
に
関
す
る
※
決
議

本
会
議
で
の
討
論

賛
成

こ
の
決
議
を
契
機
に
、
核
兵
器
を
な
く
す

た
め
、
戦
争
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
私
た
ち
は

今
ど
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
い
う
こ

と
を
改
め
て
皆
さ
ん
に
考
え
て
い
た
だ
き
た
い

と
い
う
こ
と
を
申
し
添
え
、
賛
成
す
る
。

賛
成

被
爆
80
年
、
平
和
・
非
核
兵
器
都
市
東
広

島
市
宣
言
か
ら
40
年
の
節
目
を
迎
え
、
被
爆
体

験
証
言
の
次
世
代
へ
の
継
承
、
外
国
人
市
民
が

平
和
学
習
・
平
和
活
動
に
積
極
的
に
参
画
す
る

環
境
づ
く
り
は
、
恒
久
平
和
の
実
現
の
た
め
に

今
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
と
考
え

賛
成
す
る
。

賛
成

高
齢
化
に
よ
り
原
爆
死
没
者
慰
霊
碑
等
の

管
理
が
難
し
く
な
る
な
ど
、
原
爆
の
被
害
に
関

し
て
の
記
憶
が
風
化
し
よ
う
と
す
る
中
、
こ
の

決
議
は
、
被
爆
80
年
と
い
う
節
目
に
本
市
の
平

和
希
求
の
新
た
な
契
機
に
な
る
と
考
え
賛
成
す

る
。

次世代への継承と世界に向けた平和施策の展開に関する決議
　令和７年（2025年）は、広島・長崎への原爆投下から80年という歴史的節目の年である
とともに、本市議会にあっては「平和・非核兵器都市東広島市宣言」を決議してから40周
年を迎える年である。これらの節目の年に当たり、改めて、未来を見据え、平和の尊さと
核兵器の悲惨さへの理解を深めていくことが必要である。
　これまで、本市では、被爆者の証言集である「被爆四十周年　賀茂台地の声」が発行され、
資料等の展示施設が設置されるなど、平和の記憶を次世代へ伝える取組が行われてきた。
　また、本市には、賀北部隊や賀茂海軍衛生学校、傷痍軍人広島療養所（現：東広島医療
センター）といった施設が存在したことから、原爆投下直後から被爆者の救護・治療活動
に携わった市民も多く、その証言や資料は、他とは異なる独自の戦争・被爆体験として、
今日に至るまで地域に受け継がれてきた。
　しかしながら、被爆者や救援活動者の高齢化が進み、直接証言を聴く機会は急速に失わ
れつつある。さらに、資料の収集・整理に関わる人材の減少も深刻化しており、資料その
ものの散逸も懸念されている。今後も、戦争と被爆の記憶を次世代へ伝えていくために
は、貴重な証言や資料が失われる前に、これらを確実に収集・保存することが求められるが、
そのための時間はほとんど残されていない。
　また、現在、本市には100を超える国や地域からの外国人が共に市民として暮らしており、
その人数は9,500人を超え、人口の５％以上を占めている。そうした中、平和施策に関する
情報提供等は主に日本語で行われており、言語の壁が外国人市民と本市の平和施策との間
に大きな隔たりを生んでいる現状がある。
　本市は、次世代学園都市構想において、将来の目指す姿として「ポジティブピース※」
を掲げており、これを実現するには、外国人市民も含めた市民一人一人が平和の担い手と
なることが求められるものと考える。
　そして、本市が、被爆の実相を伝える証言や資料を次世代に確実に継承するとともに、「被
爆者がいなくなった後の社会」においても、多様な担い手によって、平和に係る情報が国
内外に向けて発信されていくよう取り組むことは、核兵器の廃絶と恒久平和の実現に寄与
するものと考える。
　これらを踏まえ、本市議会は、次に掲げる事項について強く求めるものである。

１ 　本市に残る被爆体験証言の音声・映像・文章記録等の資料を計画的に収集・整理する
とともに、デジタルアーカイブ※化を通じて体系的に保存し、平和関連施設や公式ウェ
ブサイト上で誰もが閲覧・視聴できる環境を整備すること。そして、これらを学校教育
や社会教育等において積極的に活用すること。
　 　また、広く市民や関係団体等に呼びかけ、未収集・未整理の資料を体系的に掘り起こ
していく体制の強化を図ること。
２ 　被爆体験の証言記録や平和関連資料について、外国人市民がその内容を容易に理解す
ることができるよう、英語版の充実に加え、多言語への翻訳を段階的に進めるとともに、
外国人市民が平和学習や平和活動に積極的に参画し、「平和の担い手」として国内外へ
情報発信していくことができる環境を整備すること。

　以上、決議する。
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令和７年第２回定例会　議案の概要

※プロポーザル方式　　高度な創造性、技術力、専門的な技術や経験を必要とする業務について、複数の業者
から企画提案や技術提案を提出させて審査を行い、企画内容や業務遂行能力が最も優
れた事業者と契約を行う方法。

　ネーミングライツ　　施設等の愛称を決定する権利を法人や団体等に付与するもの。権利を持つ法人等は、命名
権の対価を支払うことで、市所有施設に企業名や商品名等を冠した愛称を付すことができる。

○
工
事
の
内
容

大
屋
根
広
場
整
備
に
係
る
設
計
業
務
、

工
事
監
理
業
務
及
び
建
設
工
事

○
契
約
金
額

９
億
３
７
９
７
万
円

○
契
約
の
相
手
方

大
和
リ
ー
ス
グ
ル
ー
プ

○
工
期

令
和
９
年
６
月
30
日
ま
で

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

Ｑ

来
場
者
の
中
に
は
喫
煙
者
も
相
当

数
い
る
と
想
定
さ
れ
る
が
、
路
上
喫

煙
や
吸
い
殻
の
ポ
イ
捨
て
防
止
の
た

め
に
も
、
喫
煙
所
の
設
置
は
考
え
て

い
な
い
の
か
。

Ａ

こ
れ
か
ら
基
本
設
計
を
進
め
る
中

で
、
総
合
的
に
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ

入
札
参
加
者
数
と
入
札
率
は
。

Ａ
※

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
公
募
し
、

２
者
が
参
加
し
た
。
入
札
率
は
ほ
ぼ

100
％
で
あ
っ
た
。

Ｑ

物
価
高
は
ど
の
程
度
想
定
し
て
い

る
の
か
。

Ａ

資
材
価
格
や
労
務
費
な
ど
に
1.5
％

程
度
の
著
し
い
変
動
が
あ
っ
た
場
合

に
、
工
事
費
に
反
映
す
る
こ
と
と
な

る
が
、
そ
の
範
囲
内
の
変
動
で
あ
れ

ば
契
約
金
額
に
変
更
は
生
じ
な
い
。

Ｑ

大
屋
根
広
場
の
名
称
に
つ
い
て
、

※
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
を
実
施
す
る

考
え
は
あ
る
か
。

Ａ

他
の
施
設
で
の
取
組
み
状
況
等
も

勘
案
し
つ
つ
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

の
採
用
も
視
野
に
入
れ
て
検
討
す
る
。

本
会
議
で
の
討
論

反
対

現
在
必
要
な
の
は
市
民
の
負
担

軽
減
の
た
め
の
施
策
で
あ
り
、
本
計

画
を
今
進
め
る
必
要
性
は
感
じ
な
い

た
め
、
反
対
す
る
。

賛
成

大
屋
根
広
場
が
世
代
や
属
性
を

超
え
て
人
々
が
交
流
す
る
場
と
な
る

こ
と
で
、
市
民
が
自
分
ら
し
く
生
き

る
た
め
の
環
境
づ
く
り
に
寄
与
す
る

と
と
も
に
、
幸
福
感
の
向
上
と
い
っ

た
、
よ
り
本
質
的
な
価
値
を
地
域
に

も
た
ら
す
こ
と
か
ら
、
本
市
全
体
の

持
続
可
能
性
や
活
力
の
確
保
の
一
環

と
し
て
意
義
あ
る
事
業
で
あ
る
と
考

え
、
賛
成
す
る
。

賛
成

今
後
、
設
計
施
工
に
あ
た
っ
て

は
、
専
門
家
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
、

市
民
に
よ
り
有
益
な
施
設
と
な
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
こ
と

を
申
し
添
え
、
賛
成
す
る
。

賛
成

事
業
内
容
も
参
考
に
す
べ
き
と

は
思
う
が
、
本
議
案
審
議
の
主
な
論

点
は
、
契
約
の
内
容
が
適
切
で
あ
る

か
ど
う
か
と
い
う
点
で
あ
る
と
考
え

る
。
こ
の
契
約
の
内
容
は
適
切
で
あ

る
と
判
断
し
、
賛
成
す
る
。

〈
議
案
第
75
号
〉

令
和
7
年
度
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業

大
屋
根
広
場
の
設
計
施
工
一
括
工
事
の
請
負
契
約
を
締
結
し
ま
す

受注者から提案のあった大屋根広場のイメージ鳥瞰図
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令和７年第２回定例会　議案の概要

〈
同
意
案
第
67
・
68
号
〉

東
広
島
市
名
誉
市
民
が
選
定
さ
れ
ま
し
た

各
議
案
の
概
要

２
名
の
方
を
東
広
島
市
名
誉
市
民

に
選
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会

の
同
意
を
求
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

◎
同
意
案
第
67
号

○
選
定
さ
れ
た
方

　
　

原は
ら
だ田

康や
す
お夫

氏

○
主
な
経
歴
・
功
績
等

平
成
５
年
か
ら
２
期
８
年
間
に
わ

た
り
広
島
大
学
学
長
と
し
て
同
大
学

の
管
理
運
営
に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も

に
、
在
任
期
間
中
に
本
市
へ
の
キ
ャ

ン
パ
ス
統
合
移
転
を
完
了
さ
れ
る
な

ど
、
数
多
く
の
業
績
を
残
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
下
見
学
生
街
の
発
展
に
尽

力
さ
れ
た
ほ
か
、
地
域
共
同
研
究
セ

ン
タ
ー
を
開
設
し
、
地
域
産
業
の
技

術
開
発
推
進
等
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
地
元
企
業
の
支
援
を
受
け

て
広
島
大
学
サ
タ
ケ
メ
モ
リ
ア
ル

ホ
ー
ル
を
建
設
さ
れ
る
な
ど
、
本
市

○
制
定
の
理
由

太
陽
光
発
電
設
備
の
適
正
な
設
置

等
に
関
し
、
市
及
び
事
業
者
の
責
務

を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
周
辺

地
域
と
太
陽
光
発
電
事
業
と
の
調
和

を
図
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
定
め

る
も
の
で
す
。

○
条
例
の
内
容
（
一
部
抜
粋
・
要
約
）

・
市
の
責
務

　
　

こ
の
条
例
の
適
正
・
円
滑
な
運
用

の
た
め
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。

・
事
業
者
の
責
務

　
　

法
令
を
遵
守
し
、
環
境
保
全
上
の

支
障
や
災
害
の
防
止
、
魅
力
あ
る

良
好
な
景
観
形
成
に
十
分
配
慮
す

る
と
と
も
に
、
関
係
住
民
等
と
の

良
好
な
関
係
を
保
つ
よ
う
努
め
る
。

太
陽
光
発
電
事
業
を
廃
止
し
た
後

も
同
様
と
す
る
。

・
事
前
の
届
出
・
協
議

　
　

事
業
者
は
、
太
陽
光
発
電
事
業
を

実
施
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
市

に
所
定
の
事
項
を
届
け
出
て
協
議

の
文
化
高
揚
に
も
ご
貢
献
い
た
だ
き

ま
し
た
。

◎
同
意
案
第
68
号

○
選
定
さ
れ
た
方

　
　

山や
ま
う
ち内

吉よ
し
は
る治

氏

○
主
な
経
歴
・
功
績
等

市
立
中
学
校
校
長
な
ど
を
歴
任
さ

れ
た
後
、
平
成
２
年
か
ら
３
期
12
年

間
に
わ
た
り
、
本
市
教
育
委
員
会
教

育
長
と
し
て
、
英
語
力
の
育
成
及
び

国
際
理
解
に
向
け
た
教
育
活
動
の
充

実
や
教
育
情
報
化
を
推
進
す
る
な
ど
、

本
市
の
教
育
の
振
興
と
発
展
を
支
え

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
生
涯
学
習
の
ま

ち
づ
く
り
等
に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も

に
、
児
童
青
少
年
セ
ン
タ
ー
の
開
設

等
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
努
め
ら

れ
ま
し
た
。
教
育
長
を
退
職
さ
れ
た

後
も
、
市
立
美
術
館
館
長
等
を
務
め

ら
れ
、
本
市
の
芸
術
文
化
の
振
興
、

生
涯
学
習
、
福
祉
等
の
発
展
に
ご
貢

献
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
関
係
住
民
等
へ
の
説
明
等

　
　

届
出
事
業
者
は
関
係
住
民
等
に
対

し
て
、
戸
別
訪
問
そ
の
他
の
方
法

で
所
定
の
事
項
を
説
明
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

・
報
告
徴
収
及
び
立
入
調
査

　
　

市
は
事
業
者
に
対
し
必
要
な
事
項

に
関
し
報
告
を
さ
せ
、
ま
た
は
立

入
検
査
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
施
行
期
日

　
　

令
和
８
年
１
月
１
日

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

Ｑ

太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
後
に
生

じ
た
ト
ラ
ブ
ル
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に

つ
い
て
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ

事
業
者
に
報
告
を
求
め
た
り
、
立

入
検
査
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を

明
記
し
て
お
り
、
こ
の
規
定
に
よ
る

報
告
や
検
査
の
過
程
で
事
業
者
に
指

導
・
助
言
等
の
対
応
を
行
う
こ
と
は

可
能
だ
と
考
え
て
い
る
。

〈
議
案
第
79
号
〉

東
広
島
市
太
陽
光
発
電
設
備
の
適
正
な
設
置
等

に
関
す
る
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
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